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蒸し暑さを感じる日が続いています。学校では、６月中旬からエアコンの本格使用を開始しま

した。大人にとっては厳しい時期ですが、子ども達は毎日元気に登校しています。

今年度はここまで、学校を休む児童が少なく、休みの０人の日が１日ありました。ここ５年間

で初めてのことです。その他、休み１人の日も６日ありました。ご家庭の協力があってのことと

うれしく思っています。今後も、健康な生活が継続していけるように、『早寝・早起き・朝ご飯

・適度な運動』のご支援をよろしくお願いします。

～『挨拶を大切に』～

「おはようございます。」「さようなら。」「ありがとうございます。」・・・いろいろな挨拶が

あります。子ども達に使えるようになって欲しい言葉と問えば、多くの方が挨拶を挙げられるの

ではないでしょうか。

学校では、子ども達の社会を生きるための重要な要素の一つ

として、『人と人の気持ちを繋ぐ言葉である挨拶』（互いの心を

温かくする言葉）を大切にするよう指導しているところです。

毎朝、私（校長）は、校門近くの交差点で立哨していますが、

明るい元気な挨拶を子ども達からもらうとき、教師であること

の幸せを感じています。

今後も、ご家庭・地域の協力を得て、子ども達の幸せを願い

ながら、挨拶の支援・指導して参りたいと考えています。

～国分尼寺跡の草刈りをPTAボランティアと教職員が協力して行いました～

６月１日（土）に国分尼寺

跡の草刈りを行いました。昨

年まで、国分寺西小がPTA活

動として行っていた取組を受

け継いで実施したものです。

この活動は、地域の歴史遺構

を守り、多くの方々に遺構を

見ていただく環境を整えるこ

とを目的としています。私

は、とても意義深い活動だと考えています。

今後、７月２０日（土）と９月２８日（土）にも行われる予定です。詳しくは、後日お知らせ

いたします。



～今年度も『むくの木』『ゆうがお』の皆さんにお世話になっています。～

毎月第一木曜日に『むくの木』

『ゆうがお』の皆さんによる読み聞か

せや昔語りが行われています。

子ども達は、毎回楽しみにしていま

す。『むくの木』『ゆうがお』の皆さ

んも子ども達にお話をし、語りかける

ひと時を楽しんでくださっていること

と思います。本を通して、心の絆が育

まれていることをうれしく思っています。ご家庭でも、お子様と一緒に本を手に取る機会をつく

ってください。互いを思いやる、優しく穏やかな時間が流れことでしょう。

～プール清掃とプール学習と救急救命法～

６月４日（月）に５年生と教職員によるプール清掃が行われました。５年生はクラスごとに１

時間プール清掃に取り組みました。皆、真剣な中にも楽しそうに活動することができました。放

課後は、教職員総掛かりでプール周辺の物品整理や清掃を行いました。

６月１０日（月）いよいよ『プール開き』、本校は児童が多いため、校内放送で行いました。

放送の中では、安全なプール学習についての約束を確認しました。今

後は、梅雨の合間を縫い、全校に響くような歓声がプールから聞こえ

て来ることでしょう。

『プール開き』を見据えて、教職員とプール監視にご協力していた

だける保護者の皆様とで『救急救命法』についてのご指導を石橋消防

組合の方からいただきました。これから水の事故も増える季節になり

ます。水の事故を起こさず、大切な命が守れるようにご協力をお願い

いたします。

～音楽集会（２年・６年発表）が開かれました。～

５月３１日（金）本年度第１回目の音楽集会が開かれました。まず、全校生で『はじめの一

歩』を歌いました。６００人以上の声が一つとなり体育館からあふれ出しました。次に２年生が

『こいぬのビンゴ』『ジェットコースター』の２曲を踊りを交えて披露しました。とてもかわい

らしく斉唱できました。６年生は、『翼をください』を合唱しました。さすが６年生、きれいな

ハーモニーが体育館全体に響き渡りました。

音楽集会や希望者で実施する合唱活動は、本校の特色ある活動の一つです。歌を愛する優しい

気持ちを育むとともに、中学校の合唱への礎になればと考えています。

～小中交流音楽集会でした。～

６月１３日（木）、国小体育館で『小中交流音楽集会』を行いま

した。今年度は、国中第３学年、全クラスの生徒が来校し、すばら

しい合唱を披露してくれました。素晴らしい合唱の後に、本校児童

と中学生が一緒になって『世界中の子

ども達が』を手話付きで歌いました。

中学生は笑顔いっぱいで、互いの顔を

見合いなから楽しんでいました。 こ

うした小中の交流活動を通して、小学生は中学生の立派な姿に憧

れ、中学生は、後に続く者への慈しみの心を育んでくれることと

思います。小中一貫教育を今後も進めて参ります。


